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駅頭は小さなドラマの連続だ！ 

 
初当選以来6期２１年間毎日毎朝続ける東武鉄道の

市内６駅での朝の駅立ちは、通算４２００日を超え

ました。私の日々のツィッターのつぶやきから、転

載したものを含め、駅前の様々な市民との出会いや

何気ない駅前の風景、市民の日常を通した暮らしへ

の息遣いをエピソード集としてシリーズでお届け

しています。 
 

 

 

 

 
 

 

３泊４日強行スケジュールの「沖縄・抵

抗と連帯の現場へ」に参加した 
 
 １１月２１日（木）午後１２時那覇空港に集

合して、２４日（日）午後１時同空港で解散し

た、「PARC 自由学校アクションツアー２０２４

～抵抗と連帯の現場へ～」に総勢２２人の市民

参加者とともに行動した。（初日新越谷駅発の

羽田空港行のバスに午前５時５０分に乗車し

たのだが、小雨の中道路混雑のため羽田着は予

定より大幅に遅れてしまい、予約していた飛行

機に乗り遅れた。そのため次の便に切り替えて

何とか那覇空港での集合時間に間に合ったの

だが。）主催は、特定非営利活動法人 アジア太

平洋資料センター自由学校で、毎年同様の沖縄

の歴史と地元の研究者や市民活動家の話を聞

きながらの活動の指針を学ぶ企画をしている。 

 参加者の中で地方議員は私だけではあった 

が、自治体

主催の調

査活動と

は一味も

二味も違

っており、

辺野古湾

での基地

建設工事

調査のた

めに小舟

に乗って

船上から海上保安庁の警備隊との接触や、名護

市の国立ハンセン病療養所愛楽園の責任者か

らの説明や施設内敷地にある戦時中に入所者

による手彫りの防空壕の見学など、どれもこれ

も刺激的なシーンが連続した。 

ただそれだけに正に分刻みの日程とバスに

よる移動時間の長さとともに民泊先での大部

屋での“雑魚寝”や共同で使用するシャワーだ

けの入浴や、寝間着やタオルの持参等のため帰

宅してどっと疲労が襲った。 

しかし、連日気候は半そでのポロシャツ一枚

でも過ごすことが出来たのは幸運でもあった。 

初日２１日、那覇空港から貸し切りバスに参

加者が全員乗り込み、午後３時頃２０１４年７

月７日から連続３７９１日間も取り組んでい

る地元市民による名護市の辺野古基地建設反

対の座り込み行動に激励と連帯のため一緒に

座り込んだ。（昼食はバスの中で羽田空港で買

ったパンを飲み込んだ。この時間帯も参加者の

自己紹介や基地反対の活動報告が続く） 

抗議の座り込みは、土砂を搬入する大型トラ

ックが出入りする道路に面した出入口に数十

０人の市民が抗議のプラカードを持って携帯

用の椅子に座り横一列、二列に並ぶ。（これらの

グッズは抗議行動の主催者によって全て準備

して頂いていた）入口には民間警備会社の社員

が入口一杯に整然と並びその顔は真っ黒に日

焼けして、一切の表情はないロボットの様だ。

一定の抗議時間が過ぎると次つぎに警察によ

る“ごぼう抜き”に移るのだが、警官（顔が特

定出来ないように全員マスクとサングラスを

かけている。以前は市民からの撮影によって顔

がさらされたので、このいで立ちとなったのだ

ろう。私と共に参加した２０歳の女子大学生は、

この“ごぼう抜き”との言葉も知らず、更に“ご

ぼう抜き”の最中の警官にありがとう、と言葉

をかけていたので、理由を聞いたら毎日（裏へ） 

YouTube の白川ひでつぐ公式

チャンネルの登録者は２７３名

を超えました。引き続き配信を

継続していますので、これまで

のご協力に感謝し、更にご登録

をお願いします。 

Youtube 

 

Twitter Web サイト Spotify 



毎日大変だろうなーと、思ってとの返事だった。 

そこには世代間の差がありここ４０年間近

く、日本では大衆抗議行動が一切起きなかった

事の証明だろう。韓国の大統領弾劾を求める市

民とは大きな差がある） 

因みに公務中の警官には肖像権は適用され

ないので、警官を写真やビデオ撮影しても違法

ではない。私にも警官から直ちに移動して下さ

いと３度呼びかけられたが、移動する意思はあ

りません、と３度応答したため、３人の警官か

ら椅子ごと抱え上げられて出入口横の歩道に

退去させられた。この様に市民は次々と排除。               

１０年程前にも同地に座り込んだが現場は

もっと騒然としており警官への怒号とシュッ

ピレヒコールがこだましていたので、それに比

べると極めて“平和的”で市民も警察も冷静に

行動している様子には、少し驚かされた。 

それでも千台ものトラックが道路に列をな

して並び搬入作業はスムーズには行われなか

った。２２日には、午前９時から大浦湾を巡る

抗議船に乗船して外洋まで出て、そこの工事予

定区域には海上からの侵入を防ぐ浮きロープ

が張り巡らされおり、そのロープに近づくと海

上保安庁のボートが隣接して、航行には注意し

て下さい、と呼び掛ける。これも定番の行動ら

しいが大型の工事船が遠くで作業をしている

様子を見ながらこんなに広い一面の海を埋め

立てるには、どれくらいの土砂を必要とするの

か想像もつかなった。 

２３日には、うるま市でゴルフ場跡地への陸

上自衛隊訓練場の整備計画撤廃を実現した地

元自治会の代表の市民から経緯や説明を聞い

た。また午後からはミサイル部隊の本部となっ

た陸上自衛隊勝連分屯地で反対している市民

活動家から説明を聞いた。更に移動して読谷村

のチビリガマを見学し、市民案内人の方からお

話を聞いた。 

 ２４日は、シムクガマ見学をしたが、嘗て沖

縄国体の開会式に掲揚されていた日章旗に火

をつけた高校教員だった知花氏の息子昌太郎

さんから説明を聞いた。その後嘉手納基地や、

普天間基地を見学した。（１１月２１日・２２ 

日・２３日・２４日） 

朝からマイクを使うな、と怒鳴る通勤者 

 
 今朝の駅立ちは、北越谷駅東口で通常通り午

前５時５０分頃から市政レポートの配布を始

めた。順調に馴染みの市民との挨拶や市政レポ

ートを受け取る風景が続く。 

そんな中午前６時５０分過ぎに、私の後ろか

ら「朝からマイクを使うな」と怒鳴りながら改

札に向かう３０代の男性が横を通り過ぎて行

く。直ちに体と感覚が反応して、その男性を追

いかけながら、背中から今何と言われましたか、

先ほど何を言われましたか、と尋ねるが振り向

きもせず、無言で歩き続ける。 

あなたの行動は政治活動に対する妨害です

よ。分っていてやっているのですか、とも呼び

掛けたが一切反応出来ずに駅構内に消えて行

かれた。この間マイクのスイッチを切る時間も

なかったので回りの通勤客の何人かは少し驚

いた様子だったが。 

確かに午前６時前から大きなスピーカーで

演説するスタイルではうるさくも、またうっと

うしくも聞こえるだろう。だから私は２１年間

一切午前６時からの駅立ちに大きなスピーカ

ーは使用していない。しかし同時に市民の方か

らは演説や声が聞えにくいのでマイクの音量

をもっと大きくして、との声もある。 

そのため現在も変わってはいないが小さな

携帯用のスピーカーで、通常の生活で話すスピ

ードや音量で３時間弱、話を続けているので、

その音域はせいぜい１０数 mであり、うるさい

とは感じないはずだ。 

しかし、日ごろから私の駅頭に対して感に障

っている市民にとっては、またこいつ飽きもせ

ずに選挙でもないのに、毎日毎日立ってやがる。

どうせ反論なんかはするはずもないから、一発

文句を言ってやろう、思っての行動だったのだ

ろうと推測した。しかし直ちの私の対応に驚い

てしまい、振り向くことさえ出来ず、すごすご

と逃げる様に速足で改札に向かわれた。 

この様な不寛容な行動に、寛容に対応する必

要はない、間違った言動には直ちにその場で反

論、説得するのが社会人としての責務だ。 

（１２月５日・木曜日） 


